
 

 

 

 

 

 

                 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 

 
 

 
 

 

 

(5/23 実施) 

「任期残り５か月、どんな木脇中にしていきますか？」 特別対談 

◇◆木脇中ホームページ◇◆ 

http://cms.miyazaki-c.ed.jp/4143/ から、 

学校だより等、学校の情報をご覧いただけます。 

木脇中 

2(金)地区中学総体「燦々会」、尿検査(2 次)、教育実習終了 / 8(月)運動器検診【1 年、2･3 年抽出】/ 

9(金)私立高校説明会【３年】/ 10(土)～12(月)地区中学総体 / 15(木)町読書の日 / 15(木)･16(金)地区実力テスト【3 年】/ 

16(金)県立高校説明会【3 年】/ 22(木)福祉体験【1 年】/ 27(火)学校支援訪問、部活動中止 

先日、町内中学校の体育大会が延期になり
ました。インフルエンザの流行が原因ということです。コロナや
台風ならまだしも、この時期に、、、気候変動により日本の年中
行事も見直す時期に来ているようです。体育大会は廃止、また
は、空調のある体育館での実施が無難でしょうか？（向江） 

○つ ○ぶ ○や ○き  

発行元： 
国富町立木脇中学校 
（文責 校長･向江） 
令和５年５月 30 日 

～地域とともにある木脇中～ 

第４号 木脇中 
学校だより 

６月の主な行事予定 

副会長 矢定桜さん（写真左）の抱負 

向江 修一 

（むかえ しゅういち） 
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会長 緒方 未結(3) 
副会長 矢定 桜  (3) 

書記･会計 南部 優仁(2) 
〃     天野 蓮翔(2) 

学習文化委員長 長友 柑奈(3) 
 〃  副委員長 大塚万由里(2) 
生活環境委員長 杉田 煌斗(3) 
 〃  副委員長 宮永 真帆(2) 
保体安全委員長 松平 杏樹(3) 
 〃  副委員長 井上 颯介(2) 
給 食 委員長 重山 愛結(3) 
 〃  副委員長 池袋 悠鈴(2) 
 ※カッコ内の数字は学年を

表す。例：(3)→3 年 

まずは、公約の異学年交流を実現させた

い。役員が協力して木脇中の良さを活か

し、学校全体を盛り上げていきながら、各

個も成長していけるように頑張ります！ 

生徒総会特集 
 5/23(火)、本年度の定期生徒総会が開かれました。開
会に先立って、副会長(矢定さん)から制服検討委員会の
進捗状況の報告がありました。 
 総会では 3 年の中山さんと中田君が議長を務め、始め
に、執行部からのスローガンと３つの柱の提案が原案ど
おり承認されました。続いて、各種委員会からスローガン
やミッションの提案があり、給食委員会からの準備の時
短の提案について質問がありましたが、最終的には全各
種委員会ともに原案どおり承認されました。 
 後半は、「自ら進んであいさつをする」ことについての

集中討議がなされ、「TPO に応じたあいさつ」「あいさつ
運動の意味」など本質に迫る討議となりましたが、採決で
はあいさつ運動の実施についての意見が別れ、継続審議
となりました。あいさつは、人間関係づくりの第一歩で
す。あいさつが飛び交い、心温まる学校・地域になること
を願っています。 
 今回の生徒総会に向けて、準備から当日の運営までを、
計画的に進めてくれた執行部の皆さん、ご苦労様でした。
また、学級討議や集中討議でも、「自分事」として真剣に
話し合ってくれた生徒の皆さんにも感謝しています。 

学級討議 
執行部 委員会説明 集中討議 議長 


